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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】令和2年3月5日(2020.3.5)

【公開番号】特開2019-37359(P2019-37359A)
【公開日】平成31年3月14日(2019.3.14)
【年通号数】公開・登録公報2019-010
【出願番号】特願2017-160249(P2017-160249)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   5/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ    5/04     ５１２Ｄ

【手続補正書】
【提出日】令和2年1月16日(2020.1.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
外周面に複数種類の図柄が配置された複数の回胴と、
遊技毎に、開始操作によって抽選条件が成立すると、役を内部抽選する役抽選手段と、
遊技毎に複数の回胴を回転させ、各々の回胴に対応して設けられた停止スイッチの操作を
受け付けて、対応する回胴を個々に停止させ、前記内部抽選の結果に応じて図柄を表示す
る図柄表示制御手段と、
前記複数の回胴が全て停止したときの図柄の組合せ表示態様に応じて遊技価値を付与する
付与手段と、
前記遊技を実行する遊技実行手段と、
を具備し、
前記役抽選手段が内部抽選する役には押し順小役があり、該押し順小役は最初の正解操作
順序が、左停止スイッチの左押し順小役と、中停止スイッチの中押し順小役と、右停止ス
イッチの右押し順小役があり、
前記左押し順小役を構成する入賞目的小役は左小役であり、該左小役が入賞すると表示窓
の第１ラインに小役明示図柄が一直線に表示され、
前記中押し順小役を構成する入賞目的小役は中小役であり、該中小役が入賞すると表示窓
の第２ラインに小役明示図柄が一直線に表示され、
前記右押し順小役を構成する入賞目的小役は右小役であり、該右小役が入賞すると表示窓
の第３ラインに小役明示図柄が一直線に表示され、
前記第１ライン、前記第２ライン及び前記第３ラインは互いに異なっていること、
を特徴とする遊技機。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　請求項１に係る本発明の遊技機は、上記の目的を達成する為に、外周面に複数種類の図
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柄が配置された複数の回胴と、遊技毎に、開始操作によって抽選条件が成立すると、役を
内部抽選する役抽選手段と、遊技毎に複数の回胴を回転させ、各々の回胴に対応して設け
られた停止スイッチの操作を受け付けて、対応する回胴を個々に停止させ、前記内部抽選
の結果に応じて図柄を表示する図柄表示制御手段と、前記複数の回胴が全て停止したとき
の図柄の組合せ表示態様に応じて遊技価値を付与する付与手段と、前記遊技を実行する遊
技実行手段と、を具備し、前記役抽選手段が内部抽選する役には押し順小役があり、該押
し順小役は最初の正解操作順序が、左停止スイッチの左押し順小役と、中停止スイッチの
中押し順小役と、右停止スイッチの右押し順小役があり、前記左押し順小役を構成する入
賞目的小役は左小役であり、該左小役が入賞すると表示窓の第１ラインに小役明示図柄が
一直線に表示され、前記中押し順小役を構成する入賞目的小役は中小役であり、該中小役
が入賞すると表示窓の第２ラインに小役明示図柄が一直線に表示され、前記右押し順小役
を構成する入賞目的小役は右小役であり、該右小役が入賞すると表示窓の第３ラインに小
役明示図柄が一直線に表示され、前記第１ライン、前記第２ライン及び前記第３ラインは
互いに異なっていることを特徴とする。
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